
１
､ Q

、 〕̅

ノ
■

０

福祉第１３．８．５号
礼 ．

凸▲

書決裁

ク

●▽

感査請誠一畠'"． ． ． ：

Ｗ ､ 汀 : : ■ n ■ ■ ■ 『．．：
｡ ． ① 。 . ① ､ ：…〆１_一ｊ : : 、、 ｡ ｡ 。

， ： ． ’ ． ：．：～…:;…上記代理人弁護士犬鹿4.祐太郎
． 。 や ａ 申

平成25牟8地卵｡付けで行われた審査請求にゑいで､行政不服審査法：(昭和3群津律
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： ・ ． ： 曹 、 ． ． ． ？ア保護ば､生活庭困窮する者が､その利用し得る資産､能力その他あらゆるものを､‘そ
…鳩低限度産着の鋳のだめに活用すること襟件として行われ絵第４条第噸)､；
､…厚生労働大臣の定“基準に”雲寒謹者芦とに算定された最低生活費のうち､その者
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その立て替えた金銭の返還を受けたにすぎないと主張するどころ､処分庁は､請求人名，４

．義のﾛ座宛になされている以上は●請求人･自身瀧利用できる収入に当たるととは明らか
『でありi､本件入釡膜■からの仕送りに挙ると主張する。しかし､;本件に現れた証
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拠からは;処分庁が奉件〆金の目的の確認や心の聞き取り等を行うでいたとする事
実は認められなし､ごとから､単Iこ入金ゐ事実だけをもって判断したものとい瀧るを得
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ウ.･そして＆一般的に立て替えた金銭の返還は.立て替えた者に何らかの利益を与える意１● ． ' 二
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と取り扱うことが適当なものと判断される。，．- ”．：
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